
中
国
21 

Vol･

40 

予
告（
14
年
3
月
刊
行
予
定
）

特
集
◎ 

中
国
社
会
の 

矛
盾
と
展
望（
仮
題
）

　

改
革
開
放
か
ら
三
十
数
年
来
、
中
国
は
飛
躍

的
な
経
済
発
展
を
遂
げ
、
人
々
の
生
活
水
準
が

大
幅
に
向
上
し
た
。
一
方
、
市
場
経
済
の
浸
透

に
伴
い
、
利
益
の
多
元
化
が
進
み
、
格
差
が
急

速
に
拡
大
し
た
。
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
矛
盾
が
深
刻
化
し
、
大
き
な
社
会
不
安
が
引

き
起
こ
さ
れ
た
。
本
特
集
で
は
、
多
く
の
社
会

問
題
が
噴
出
す
る
中
国
社
会
の
現
実
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
中
国
と
日
本
の
社
会
学
界
を
代
表
す

る
学
者
た
ち
が
、「
断
裂
社
会
」
の
問
題
、
基

層
社
会
の
自
治
と
秩
序
の
再
編
、
三
農
問
題
、

労
使
関
係
や
集
団
陳
情
の
問
題
、
道
徳
的
危
機

の
問
題
な
ど
の
側
面
か
ら
、
中
国
社
会
が
抱
え

る
各
種
の
社
会
問
題
に
メ
ス
を
入
れ
、
そ
の
矛

盾
と
問
題
の
根
源
を
考
察
し
、
中
国
社
会
の
行

方
を
展
望
す
る
。

【
座
談
】
李
路
路
×
張
静
×
馮
仕
政
×
李
暁
東　

【
論
説
】
孫
立
平
、
李
路
路
、
温
鉄
軍
、
馮
仕

政
、
中
村
則
弘
、
陳
立
行
、
首
藤
明
和
、
李
暁

東
、
石
井
知
章
、
高
橋
五
郎
ほ
か
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告
、T

he A
ustralian C

entre on C
hina in the 

W
orld (C

IW
) and the M

ongolian Studies 
C

entre at A
N

U

、
二
〇
一
三
年
三
月
七
日
）、

“E
thnographic R

epresentations by the O
ther: 

Sent-dow
n Youth and M

ongolian N
om

ads 
during the C

ultural R
evolution

”（
口
頭
報
告
、

T
he A

ustralian C
entre on C

hina in the W
orld 

(C
IW
) and the M

ongolian Studies C
entre at 

A
N

U
 jointly present a sem

inar

、
二
〇
一
三
年

三
月
一
九
日
）

川
村
亜
樹

　
“Precarious L

ife in C
onfession of Traum

a: 
D

on D
eL

illo’ s Falling M
an  R

esisting the 
Power of D

eath

”（
日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
中
部

支
部
『
中
部
ア
メ
リ
カ
文
学
』第
一
六
号
、二
〇
一

三
年
三
月
）、『
英
語
で
現
代
中
国
・
ア
ジ
ア
を
多

角
的
に
読
む
２
│T

he N
ikkei W

eekly

を
活
用

し
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
』（
編
著
、
大
学
教
育
出
版
、
二
〇

一
三
年
四
月
）、「
理
論
以
後
の
ア
メ
リ
カ
文
学
│

移
動
と
環
境
に
よ
る
惑
星
の
再
構
築
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
司
会
・
講
師
、「C

orm
ac M

cC
arthy

のThe 
R

oad

に
お
け
る
脱
構
築
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」

担
当
発
表
（
第
三
〇
回
日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
中

部
支
部
大
会
、
於
中
京
大
学
、
二
〇
一
三
年
四
月

二
一
日
）

黄 

英
哲

　
“C

old W
ar N

arratives in Japan

”（
学
会
発
表
、

学
会
通
信
（
二
〇
一
三
年
二
月
〜
二
〇
一
三
年
九
月
）

◎
学
会
員
活
動

加
々
美
光
行

　
「
日
中
政
治
摩
擦
と
経
済
関
係
へ
の
影
響
│
国
際

関
係
と
民
際
関
係
の
視
点
か
ら
」（
基
調
講
演
、

富
山
大
学
経
済
学
部
主
催
・
地
域
公
共
政
策
学
会

共
催
「
富
山
北
陸
地
域
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

於
富
山
国
際
会
議
場
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
日
）、

「「
救
亡
・
啓
蒙
」
と
「
自
由
主
義
・
新
左
派
」│

文
革
と
は
」（
報
告
、
愛
知
大
学
国
際
中
国
学
研

究
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
政
治
・
外
交
的
ア
プ

ロ
ー
チ
班
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
三
つ
の
世

代
を
越
え
て
見
え
て
来
る
も
の
│
文
革
世
代
、
六

四
世
代
、
そ
し
て
八
〇
后
世
代
へ
」
於
愛
知
大
学

名
古
屋
校
舎
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
三
日
〜
二
四

日
）、「
習
近
平
体
制
の
行
方
」（『
情
況
』
二
〇
一

三
年
七
・
八
月
合
併
号
）

河
辺
一
郎

　
「
安
倍
政
権
と
日
米
関
係
」（『
進
歩
と
改
革
』
二

〇
一
三
年
二
月
号
）、「
日
米
同
盟
の
絆
」（『
進
歩

と
改
革
』
二
〇
一
三
年
四
月
号
）、「
慰
安
婦
問
題

と
拷
問
禁
止
委
員
会
」（『
進
歩
と
改
革
』
二
〇
一

三
年
八
月
号
）

高 

明
潔

　
“Japanese A

nthropology and E
thnol ogy of 

E
arly Twentieth-century M

ongolia

”（
口
頭
報
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C
old W

ar and E
ast C

ultural Politics: C
hinese 

Perspectives

、
於
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
二
〇
一 

三
年
四
月
四
日
）、“‘ M

r. Fujino’  C
om

es to 
Taiwan

”（
学
会
発
表
、Lu X

un and E
ast A

sia 
International C

onference

、
於
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
、
二
〇
一
三
年
四
月
五
日
〜
六
日
）、「
許
寿
裳

与
戦
後
台
湾
研
究
的
展
開
」（『
近
代
國
家
的
型
塑

│
中
華
民
國
建
國
一
百
年
國
際
學
術
討
論
會
論
文

集
』
台
北
：
国
史
館
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

薛 

鳴

　
「
浅
談
漢
語
復
句
教
学
│
以
日
本
学
生
為
例
」（
学

会
発
表
、
第
五
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
国
際
漢
語

教
育
学
会
「
異
な
る
社
会
、
政
治
、
文
化
背
景
に

お
け
る
漢
語
教
育
」
於
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
、
二
〇

一
三
年
八
月
二
四
日
）、「
日
本
人
と
中
国
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
講
演
、
於
北
京
語
言
大

学
継
続
教
育
網
絡
教
育
学
院
、
二
〇
一
三
年
八
月

一
一
日
）

唐 

燕
霞

　
「
中
国
に
お
け
る
労
使
関
係
と
人
事
管
理
」（『
中

国
進
出
日
系
企
業
の
基
礎
的
研
究
』
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
、
二
〇
一
三
年
五
月
）、「
中
国
に

お
け
る
労
使
関
係
と
今
後
の
展
望
│
外
資
系
企
業

の
対
応
」（
連
合
総
研
レ
ポ
ー
ト『
Ｄ
Ｉ
Ｏ
』№
283
、

二
〇
一
三
年
六
月
）

樋
泉
克
夫

　
「
中
国
、“
こ
れ
ま
で
”
と
“
こ
れ
か
ら
”
│
二
つ

の
中
国
」（
講
演
、
名
古
屋
銀
行
本
社
、
二
〇
一

三
年
三
月
一
九
日
）、「
陸
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国

結
ぶ
鉄
路
と
軍
部
“
熱
帯
へ
の
進
軍
”」（『
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
一
三
年
三
月
二
六
日
号
、
毎
日

新
聞
社
）、「
中
国
こ
そ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
最
大
の

受
益
者
」（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
一
三
年
三
月

二
六
日
号
、
毎
日
新
聞
社
）、「“
二
つ
の
中
国
”

を
考
え
る
」（
講
演
、
財
団
法
人
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
四

国
支
部
二
十
周
年
記
念
総
会
、
四
月
二
五
日
）、

「
中
国
の
“
熱
帯
へ
の
進
軍
”
の
現
在
」（
講
演
、

在
バ
ン
コ
ク
日
本
人
会
、
二
〇
一
三
年
八
月
三
一

日
）、「
東
南
ア
ジ
ア
の
部
屋
」（
連
載
、『Foresight

（
電
子
版
）』
新
潮
社
）、「
華
人
企
業
家
の
夢
と
野

望
」（
連
載
、『A

sia M
arket R

eview

』
重
化
学

工
業
通
信
社
）

馬
場 

毅

　
「
清
末
・
民
国
期
の
小
站
開
発
と
水
利
」（
天
野
本

研
究
会
主
催
・
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
現
代

中
国
研
究
拠
点
共
催
「
華
北
デ
ル
タ
開
拓
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
│
軍
糧
城
と
小
站
」
於
東
京
大
学
、
二
〇

一
三
年
五
月
一
一
日
）、「
孫
文
の
大
ア
ジ
ア
主

義
」（
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン

タ
ー
・
東
呉
大
学
・
国
父
紀
念
館
共
催
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
孫
文
と
東
ア
ジ
ア
の
平
和
」
於
愛
知

大
学
名
古
屋
校
舎
、
二
〇
一
三
年
七
月
八
日
）、

「
東
亜
同
文
会
与
辛
亥
革
命
」（
中
国
社
会
科
学
院

近
代
史
研
究
所
・
湖
北
大
学
主
催
・
首
都
師
範
大

学
共
催
「
社
会
文
化
与
近
代
中
国
社
会
転
型
│
第

五
届
中
国
近
代
社
会
史
国
際
学
術
研
討
会
」
於
襄

陽
「
南
湖
賓
館
」、
二
〇
一
三
年
八
月
二
四
日
）

松
岡
正
子

　
「
中
国
の
お
正
月
と
年
画
」（
講
演
、蟹
江
町
大
学
連

携
講
座
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
日
）、「
汶
川
地
震

後
の
チ
ャ
ン
族
研
究
⑴
」（『
愛
知
大
学
国
際
問
題

研
究
所
紀
要
』
第
一
四
一
号
、二
〇
一
三
年
三
月
）


